
 

「つながる」から「生み出す」へ 

 
 私たちの心には、「成果を出せば、褒美をもらえる」という考え方が幼

い頃から染みついています。努力と成果を認めて、褒美を与えるこ

とは適切なことですが、問題は、そればかりしていると「つながり」

よりも「生産」のほうを重視するようになってしまうということで

す。 
 
私たちは、成果を出すことが「つながる」ための必須条件だと考

えます。しかし、神様とつながるための方法が義の実を結ぶことだ

とすれば、神様に認められるためにはもっと多くの実を結ばなけれ

ばならないというプレッシャーが生じるでしょう。しかし、神様は、

私たちが十分な実を結ぶまで私たちとの関係を中断されるような

お方ではありません。教会への出席、奉仕の時間、献金、慈善活動

などは、神様に愛されるための条件ではないのです。 
 

 生産は、「つながり」から自然に流れ出るものです。イエス様は、神様

と共同体につながることによって実を結ぶようになると語っておられます。

日常生活の中では、成果を出すことに対するプレッシャーを感じる

かもしれません。しかし、永遠に続くものは、神様とのつながりで

あることを覚えるべきです。すべての栄誉が人生で大切な人々との

つながりを犠牲にした結果だとしたら、それに何の意味があるでし

ょうか。周りにいる人々を深く愛し、イエス様を伝えることよりも

大きな善行はありません。まずイエス様と親しい関係を結ぶとき、その

つながりから自然と人生の実を豊かに結ぶことが出来るのです。 

 
月刊誌 リビングライフより 
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§今年の教会テーマ 

「主を仰ぎ見つつ」 

 

§今年の主題聖句 

 

「信仰の創始者であり完成者であるイエスから、 

   目を離さないでいなさい。」          ヘブル 12 章 2 節 

   「彼らが主を仰ぎ見ると、彼らは輝いた。」  詩篇 34 篇 5 節 

 

 

 

〒513-0035 鈴鹿市矢橋町 471-2 

宗教法人 日本ネクスト･タウンズ･クルセード 

      鈴鹿キリスト福音教会   

     059-383-5145（教会） 

 

  



4 月 21 日 
             

本日のメッセージ      輝子伝道師 
エステル記 7章 1〜4 節   「破れ口に立つ」 

 
①エステルの願い求め 
 ・三度の段階的ステップ 
   大きな船の方向転換はゆっくり 
 ・願望と欲望の違い 
 
②信仰によるとりなし 
 ・主権を明け渡す     ヨハネ 8：31〜32 
 ・民と同じ立場として   ピリピ 2：6〜7 
 ・エステルの約束の民の信仰 
 
 創世 12:1-3 「あなたは、あなたの土地、あなたの親族、あな

たの父の家を離れて、わたしが示す地へ行きなさい。そうすれば、

わたしはあなたを大いなる国民とし、あなたを祝福し、あなたの

名を大いなるものとする。あなたは祝福となりなさい。わたしは、

あなたを祝福する者を祝福し、あなたを呪う者をのろう。地のす

べての部族は、あなたによって祝福される。」   
 
＊質問: 互いの分ち合いや個人のディボーションにご利用下さい。 
・あなたが神様に願い求めている思いを吟味しましょう。 
 願いの中にある価値観、焦り、手放せないことなどはありませ 

んか？ 願いの源流が欲望となっていないでしょうか？ 
 
・あなたが召された場所や関係（家庭、教会、職場、友人関係、）

において、神様から与えられている使命があります。まだ救われ

ていない人々のために今あなたが出来ることは何でしょうか？ 

〚報 告〛 

※ 毎週木曜夜 7 時半から、「聖書の学び」があります。今月は泉田兄

の担当で「恵みの生活」についての学びを続けています。 

※4 月 27 日（土）に伊賀上野福音教会で「世界宣教ﾘﾊﾞｲﾊﾞﾙ聖会」が催

されます。都合のつく方はぜひ参加して下さい 

※5 月 5 日（日）に教会で BBQ をする予定です。費用は大人は 1000 円、

学生と子どもは無料です。準備の都合がありますので参加して下さる

方は、必ず参加者表に記名して申し込んでください。 

 

愛と励ましは奇跡を造るトンネル 

 

私たちは知識がないからではなく、 

批判的で否定的な考えのゆえに 

大きな苦しみを受けるようになります。 

サタンは批判と憎しみ、怒り、赦せない心を 

食べて育つということを覚えておいてください。 

競争心と嫉妬から抜け出してください。 

弱点、失敗、咎に対しても寛容になってください。 

何事にも批判したり、否定的な態度を示さないでください。 

このような態度は教会の共同体に傷を与え、 

分裂をもたらします。 

共同体は批判によってではなく、 

愛と励ましによって立てられます。 

人間は忠告によってではなく、祈りによって変わります。 

過ちと咎は叱って直るものではありません。 

励まし、愛することによって癒され、回復されます。 

間違ったことや失敗も愛と赦しによって受け止めてください。 

しばらくすると、奇跡が起こります。 

「愛するあなたに」  ハ・ヨンジョ 


